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この度は、「エマーソン 車載ジャッキヘルパー 」をお買い上げ頂きまして、誠にありがとうございます。本製品を正しく安全にご使用い頂くために、
この取扱説明書をよくお読み下さい。 また、 読み終わりましてもこの取扱説明書を大切に保管のうえ、必要の都度お読み返し下さい。

取扱説明書

生産物賠償責任保険付
保証書在中

エマーソンエマーソン 車載ジャッキヘルパー車載ジャッキヘルパー
■ご使用の前に
・本製品はパンタジャッキの口金部に取り付けることで、インパクトレンチのパワーでジャッキアップ＆ダウンが可能となる製品です。本来の目的
  以外で使用しないで下さい。
・本製品は最大トルクが200Nm以上のインパクトレンチのご使用を推奨します。DC12V電源のインパクトレンチではご使用できませんのでご
  注意下さい。
・投げる・落とす・叩くなどの衝撃を与えないで下さい。
・本製品の改造をしないで下さい。本来の性能を発揮出来ないばかりか、ジャッキやインパクトレンチが破損し、危険な場合があります。
・ジャッキやインパクトレンチの使用方法については各々の取扱説明書をよくお読みのうえご使用下さい。
・必ず各車両指定のジャッキアップポイントでご使用下さい。ご不明の場合は、自動車の販売店やガソリンスタンドなどで確認して下さい。
・ご使用中やご使用後、本製品を雨ざらしにしたり直射日光があたる場所に放置しないで下さい。
・本製品に破損や変形などの異常が見られる場合は、製品の使用を中止し、販売店もしくは記載の製造者へご連絡下さい。
・本製品を使用する事により、車載ジャッキもしくは電動工具に不具合が発生しても弊社保証の対象外となりますので、十分ご注意のうえご使用
  下さい。
■各部名称 ■対応可能パンタジャッキ

ジャッキヘルパー本体

口金の厚さ:8.5mmまで
穴の大きさ:10mm以上

ワッシャ×2個

ボルト 口金の間隔:16.5mm以上
穴の大きさ:10mm以上
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◆2枚/角タイプ(小)
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口金の間隔:12～16mm
穴の大きさ:10mm以上

EM-234

EM-299

■取り付け方法
下図のように付属部品をセットし、スパナかレンチでスプリングワッシャーがつぶれる
状態まで締め付けて下さい。また、作業中もボルトやナットに緩みが無いか確認して下
さい。

丸タイプのパンタジャッキ
に取り付ける場合

角タイプのパンタジャッキ
に取り付ける場合

スプリングワッシャーが
つぶれる状態まで締め付
けて下さい。

スプリングワッシャーが
つぶれる状態まで締め付
けて下さい。

B
タイプ

角タイプ(小)のパンタジャッキ
に取り付ける場合

スプリングワッシャーが
つぶれる状態まで締め付
けて下さい。



■ジャッキアップ
①パンタジャッキの支持台を各車両指定のジャッキポイン
　トに合わせます。パンタジャッキの受け金部がジャッキ
　ポイントに接し、ジャッキ本体がズレないように突っ張
　るまで、本製品もしくはジャッキの口金部を手動で回し
　て下さい。　

②本製品とインパクトレンチを接続します。
　本製品とインパクトレンチの四角ドライブ (12.7mm)
　を直接つなぐことも可能ですが、２１mmの六角ソケッ
　トを間に接続しても使用することが出来ます。

③インパクトレンチを締め付ける方向(正転、時計回り)に
　作動させることによってジャッキアップします。

必ず各車両指定のジャッキポイントでご使用下さい。
ご不明の場合は、自動車の販売店やガソリンスタン
ドなどで確認して下さい。

ジャッキの受け金部がジャッキポイントと接し、突っ
張っていることを確認して下さい。
支持台の中心にジャッキポイントがかかっている事を
確認しながら作業して下さい。
ジャッキアップの際、ジャッキの上昇に合わせて口金
部が移動します。ご注意下さい。
必要以上にジャッキアップしないで下さい。故障の原
因となります。

この段階でインパクトレンチは絶対に使用しないで下
さい。ジャッキがズレて、車体の損傷やジャッキの破
損ばかりでなく、生命に関わる事故が発生する可能性
があります。

■ジャッキダウン
①インパクトレンチを緩める方向(逆転、反時計回り)に作
　動させることによってジャッキダウンします。
タイヤが地面に接地し、ジャッキの受け金部がジャッ
キポイントから離れる前に、インパクトレンチの使用
をやめて下さい。インパクトレンチを回し続けると、
支えの無くなったジャッキが暴れ、思わぬケガや物的
損害の原因となります。
また、ジャッキの構造上、下がりきった後も緩め続け
ると故障の原因となりますのでご注意下さい。

支持台がジャッキポイン
トに達するまで、必ず手
動で上げて下さい。

支持台がジャッキポイントから
離れる前に、インパクトレンチ
の使用をやめて下さい。


